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　１月11日の成人の日を前に10日、やかげ文化センターで平成 28年矢掛町成人式が開催されました。
　今年の新成人は、矢掛町では136 人（男性 62 人、女性 74 人）で平成７年４月２日～平成８年４月１日生
まれの人が対象となります。
　やかげHONJINバンドのオープニングセレモニーの後、式典に臨んだ新成人たちは山野町長をはじめ来賓方
のあいさつに成人としての決意を新たにしました。
　式典後に農村環境改善センターで行われた、同窓会では久しぶりに再会した友人や恩師と思い出話に花を咲
かせました。

希望を胸に、
　　　　 新たな門出
平成28年矢掛町成人式

津野熊　伸介 池田　実由 兒嶋　祥雄 山部　由莉恵

あなたの
夢を教えて
ください !!

鳥越　祐充 有井　慧 野口　望見 渡邉　龍輝 守屋　李香

特集①  平成 28年矢掛町成人式

①成人式実行委員の皆さん
②町民憲章朗唱を行った渡邊祐大さん（左）と稲田結実さん（右）
③誓いの言葉を述べた多賀裕哉さん（左）と古城綾香さん（右）
④式典に真剣な表情で臨む新成人
⑤⑥受付係の皆さん
⑦集合写真（矢掛・美川・小田地区）
⑧集合写真（三谷・山田・川面・中川地区）

③③

⑥⑥

②②

①①

④④

⑦⑧

⑤⑤

成人式祝
～ハタチのワンショット～

成人式祝
～ハタチのワンショット～
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特集②  高齢者がいきる町づくり

サ ー ビ ス 名 賃与品・使用回線・サービス内容等 負  担  費  用

緊急通報装置 緊急通報端末・ペンダントを貸し出し。
電話回線を使用。 月額900円

安心・安全
あったかシステム①

緊急通報端末・ペンダント・見守りセンサーを
貸し出し。センサーが異常を感知し、自動的に
コールセンターに通報。
電話回線を使用。

初期設置費用2,500円
月額900円

安心・安全
あったかシステム②

上記サービス内容に加え、ご家族による生活情
報の閲覧が可能。
インターネット回線を使用。

負担金なし。
※ただし、光回線等の常時接
続回線が必要。

　一人暮らしの高齢者を対象に、緊急通報装置を貸与しています。何かあった時にはボタンを押すだけで見守り
センターにつながり、相談や助けを呼ぶことができます。
　また、急病や災害発生時等、緊急時には必要に応じて救急車の出動要請を行います。
◦対象者◦ 65 歳以上の 1 人暮らしの高齢者
　　　　◦ 85 歳以上の高齢者のみの世帯
　　　　◦ 1人暮らしで身体障害者手帳 1 級をお持ちの障がい者

　調理困難な高齢者等に対し、希望する曜日にお弁当を配達します。
　週に 4食までは町が１食220円を負担し、４食を超える場合は、全額自己負担になります。
◦対象者
　◦調理困難な 65歳以上の 1人暮らし高齢者、高齢者のみ世帯
　◦市町村民税非課税世帯
　※おかずのみも頼むことができます。※治療食（減塩・腎臓病・糖尿病食）にも変更できます。

高齢者見守りシステム

福祉タクシー

配食サービス

■問 保健福祉課福祉推進係  ☎（82）1013  有線 0532

〜生活支援から生きがいづくりまで〜
　矢掛町では、在宅で生活をされている高齢者の方が利用できる福祉サービスがあります。
　これらのサービスを受けるためには申請の上、審査が必要となります。サービスによって対象
者条件が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

高齢者がいきる町づくり高齢者がいきる町づくり高齢者がいきる町づくり

　単独で移動することが困難な高齢者（障がい者）に１枚600円のタクシー券を月２枚（年間24枚）助成します。
◦対象者
　◦�町内に住所を有する身体障害者手帳 1・2級所持者または療育手帳Ａ所持者
　◦�町内に住所を有する65歳以上で身体状況など一定の条件のもとに町が認定した人
　　（※市町村民税非課税世帯およびこれに準ずる世帯に属する者）

【平成28年度矢掛町障害者等福祉タクシー助成事業申請受付】
　平成28年度分の申請は 3月 1日㈫から受け付けますので、希望者は申請してください。
　手帳（身体障害者手帳・療育手帳）および認印を持参の上、保健福祉課で申請ができます。



5 平成28年２月号

◦シルバー人材センターとは？
　シルバー人材センターは「自主・自立、共働・共助」を基本理念に、高齢者が地域
を単位に自主的に連携して、共に働き、共に助け合っていくことを目指す団体です。

◦シルバー人材センターの目的
　健康で働く意欲のある高齢者が、豊かな経験や能力をいかして仕事をして、いきいきとした人生を築けるよう
にすること、地域の高齢者が仕事を通じて積極的に社会参加し、家庭や地域に活力を生み出すことを目的にして
います。

◦どんな業務があるの？
　◦庭木の剪定　　　◦樹木伐採　　◦草刈り　　◦草取り　　◦お墓掃除　　◦障子、ふすまの張り替え
　◦お部屋の片付け　◦掃除　　　　◦公共施設の運転業務　　　　※この他にもさまざまな業務があります。

◦対象者　65歳以上の町内在住者
◦開設予定の講座（4 月〜）
　茶道、華道、書道、カラオケ、詩吟、編物、大正琴、
　囲碁、煎茶、筝曲（琴）
◦受講料　無料　※教材費は個人負担
◦申込方法
　所定の申込書に必要事項を記入し、同センターへ申し込む。
◦申込期限　3月 18日㈮
　※受講者が10人に満たない講座は開講しません。

■問 老人福祉センター  ☎（83）1170  有線 0777

■問 矢掛町社会福祉協議会  ☎（82）0848  有線 0480

会員になるには？
○ 60歳以上の健康で働く意欲のある方
○シルバー人材センターの趣旨に賛同した方
○入会説明を受け、入会申込書を提出した方
○定められた会費を納入した方

会員がシルバー人材センターで働く場合は？
○会員は「自主・自立、共働・共助」の理念のもとに、
　自分の体力・能力、希望に応じて働くことができます。
○会員は、シルバー人材センターから請負または委任の形式により仕事を引き受けます。
○会員は、引き受けた仕事を完成または遂行し、その仕事の内容によって配分金を受け取ります。
○会員は、公平な就業機会を得るために、通常ローテーションにより就業します。

↑華道講座の受講風景

↑草刈り業務の様子

あなたの知識や経験
でいかしませんか？シルバー人材センター

仲間とともにイキイキ生きがいづくり

を募集します！老人福祉センター教養趣味講座受講生



★随時募集（合格者が決定次第締め切り）　※雇用形態は嘱託職員です。

職 　　種 募集人数 資　　　格　　　要　　　件

調　理　員
•資　格　調理師免許を有する人（平成２８年３月末取得見込みも含む。）
又は調理業務経験がある人
•勤務先　矢掛病院、矢掛寮、町内保育園、給食センター
•その他　就業時間、休日等は就業場所によって異なります。

１　名

キラリ☆輝くまち！

調理員を募集しています！！
　矢掛町では、次のとおり職員を募集しています。受験希望者は、指定様式
の受験申込書に必要書類を添えて、総務企画課へ申し込んでください。

●提出書類の入手方法：•矢掛町ホームページからダウンロード

•郵便請求　封筒の表に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
　角２号（Ａ4判）を同封して送付してください。

矢掛町職員募集 検 索

総務企画課人事給与係　☎（82）1010　有線0522問

矢掛町耕作放棄地対策協議会事務局（産業観光課内）☎（82）1016問

耕作放棄地を再生してみませんか？
　矢掛町耕作放棄地対策協議会では、国の耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用して、耕作放棄地の再生を
応援しています。耕作放棄地再生利用緊急対策交付金事業は、荒れた農地を借り受け、再生し、営農定着を行う
引き受け手（農業者など）に対して交付金が交付される事業です。

 耕作放棄地再生利用緊急対策交付金
●対 象 者　荒れた農地を借り受け、再生を行い、営農定着を行う人
●交付要件　•農振農用地区域内の農地を再生すること　•農地の借入期間は５年以上に設定すること
　※事業実施希望者は、必ず事業実施前に矢掛町耕作放棄地対策協議会（産業観光課内）までご相談ください。

対  象  区  分 区　分　の　定　義 交　付　額（10aあたり）
再生作業 障害物除去・深耕・整地・肥料投入など 5万円（作業にかかる費用が 10万円以上）

再生作業
（重機などを用いる場合）

荒廃の程度が大きく、上記作業を重機な
どを用いて行う場合

総費用の 1/2
（作業にかかる費用が 10万円以上）

※この他にも再生した農地に果樹棚やハウスなどの農業施設の整備を行う際の支援等もあります。お気軽にご相談ください。

随時募集中！！
●看 護 師（正職員）
●介護福祉士（嘱　託）　
ご家族ご友人のみなさんへ
お声かけください

問 町民課住民環境係　☎（82）1011　有線 0551

矢掛市街地中心部を「ゾーン30」に指定

「ゾーン30」とは
　生活道路における歩行者等の安全な通行を確保するため、区
域（ゾーン）を定めて最高速度 30 キロメートル毎時の速度規
制を実施するとともに、その他の安全対策を必要に応じて組み
合わせる生活道路対策が、「ゾーン30」です。
「ゾーン30」と組み合わせて行う交通安全対策
•横断歩道の設置（やかげ町家交流館前）　　　　　•横断歩道の移設（矢掛分団１部消防器庫付近交差点）
•一時停止線の強調表示（やかげ町家交流館前）　　•減速破線の標示（役場南交差点　南北）
•「交差点注意」標示設置（役場南交差点　東西）　 •イメージハンプの設置（矢掛保育園南）
•通学路へ外側線とグリーンベルトを設置（矢掛小学校～美術館～あゆみクリニック）
　　

　矢掛市街地中心部が「ゾーン30」に指定されました。歩行者
の安全を確保するため速度規制が行われていますので、該当地
区を通行される場合は、歩行者の安全確保に配慮してください。
　なお、該当区域は右図をご参照ください。

↑矢掛市街地中心部「ゾーン30指定区域」

矢掛中学校矢掛中学校矢掛中学校

矢掛高校矢掛高校矢掛高校

矢掛駅矢掛駅矢掛駅

小田川

6平成２8年2月号
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田　

博

　

土
井
秀
城

（
精
勤
章
）

�　

青
江
伸
治
・
川
上
幸
志
・
妹
尾
克
巳

　

堀　

賢
一
・
武
田　

進
・
立
川
人
士

　

頼
正
孝
士
・
山
部
貴
之
・
岡
崎　

洋

　

山
部
浩
一
・
山
部
恒
久
・
長
尾
年
記

　

河
上
昌
弘
・
小
庭
丈
治
・
平
川
健
二

　

小
野
彰
久
・
廣
田
健
治
・
渡
邉
一
博

　

時
松
義
典
・
佐
藤
武
宏
・
守
屋
一
司

　

坂
本
智
之
・
藤
枝
潤
也
・
髙
見
慎
一

（
青
年
章
）

　
�

藤
田
健
一
・
髙
木
誠
司

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）

　

竹
内
浩
明
・
笠
原
桂
一
・
笠
原
康
英

　

山
本　

勝

井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

（
無
火
災
表
彰
）

　

美
川
分
団

　

三
谷
分
団

　

小
田
分
団

矢
掛
町
長
団
体
活
動
表
彰

（
無
火
災
感
謝
状
）

　

美
川
地
区
自
治
協
議
会

　

三
谷
地
区
自
治
協
議
会

　

小
田
地
区
自
治
協
議
会

矢
掛
町
長
感
謝
状
贈
呈

（
退
団
幹
部
感
謝
状
）

　

石
山
国
基
・
木
口
勝
之
・
岡
本
敏
行

　

笹
井
一
夫
・
木
山
竜
司
・
山
部　

守

　

多
賀
智
久

矢
掛
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）

　

守
屋
昌
史
・
武
井
厚
憲
・
山
部
浩
一

　

多
田
圭
志
・
堀　

啓
和
・
細
羽　

淳

　

長
代
貴
明
・
小
門　

正
・
中
田
裕
也

　

長
尾
淳
弘
・
大
西
昭
一
・
岸
野
智
敬

　

小
林
隆
也
・
門
野
敏
之
・
平
川
健
二

　

妹
尾
孝
之
・
中
原
昌
也
・
鳥
越
賢
次

　

時
松
健
二
・
髙
月
祐
輔
・
久
保
田
隆
明

　

西
山
顕
史
・
妹
尾
和
浩

（
特
別
賞
）

　

川
面
分
団
ポ
ン
プ
車
操
法
チ
ー
ム

矢
掛
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）

　

山
縣
尚
美
・
佐
伯
雄
基
・
西
田
和
弘

　
吉
岡
真
太
郎
・
板
谷
佳
昭
・
岡
田
真
好

　

柚
木
弘
成
・
古
角　

淳
・
平
井
秀
治

　

田
中
智
博
・
山
部
優
樹
・
三
宅
章
則

　

妹
尾
竜
次
・
西
野
淳
志
・
清
迫
幹
夫

　

妹
尾
佳
紀
・
阿
部
諭
之
・
守
屋
和
浩

　

植
田
誠
幸
・
昼
田　

巌
・
近
藤
慎
吾

　

山
下
昌
弘
・
田
村
尚
之

（
特
別
賞
）

　

森
本
祥
行

樽
だ
し
・
く
す
玉
割
り
競
技

　

優　

勝　

小
田
分
団

　

準
優
勝　

三
谷
分
団

　

第
３
位　

矢
掛
分
団
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　　町職員の給与などは、町議会の審議を通じて議決しています。
　町民の皆さんに、より一層のご理解をいただくため、現在の状況を公表します。

　■問 総務企画課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

矢掛町職員の給与等の状況

千円

千円 千円 千円 千円

千円

千円

⑤扶養手当
　�配偶者、子などの区分により、扶養親族１人につき6,500～13,000円。
⑥住居手当
　自ら居住するための借家。区分により 27,000 円まで。
⑦通勤手当
　�公共交通機関利用者は55,000円まで実費支給。自動車等利用者
（片道2 ㎞以上通勤者）は距離区分により4,400～16,800円。

 4  職員の初任給の状況（平成27年 4 月 1 日現在）

区　　分 一　般　行　政　職
大　学　卒 高　校　卒

初　任　給 174,200円 146,500円
2年経過時 186,100円 156,400円

 5  特別職の給料・報酬等の状況（平成27年 4 月 1 日現在）

区  分 給 料 月 額 区  分 報 酬 月 額
町　長 790千円 議　長 332千円
副町長 650千円 副議長 270千円
教育長 595千円 議　員 250千円

期末手当   6月期 1.975月分
12月期 2.125月分 期末手当   6月期 1.475月分

12月期 1.625月分

 6  部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

区　　　分 職員数（人） 対前年
増減数平成27年 平成26年

一般行政部門

議　　会 2 2 0
総　　務 29 28 1
税　　務 6 6 0
農林水産 13 11 2
商　　工 5 3 2
土　　木 10 8 2
民　　生 19 20 ▲ 1
衛　　生 4 6 ▲ 2
小　計 88 84 4

特別行政部門 教　　育 17 18 ▲ 1
小　計 17 18 ▲ 1

公営企業等
会計部門

病　　院 78 81 ▲ 3
水　　道 6 6 0
下 水 道 5 7 ▲ 2
そ の 他 18 19 ▲ 1
小　計 107 113 ▲ 6

合　　　計 212 215 ▲ 3
㊟�職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職
者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員は含まない。

 1  総括（普通会計決算）平成26 年度

①人件費の状況
住民基本
台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率

（B/A）

14,922 人
（平成27年3月末） 8,081,665 883,156 10.9％

㊟人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

②職員給与費の状況
職員数
（A）

給　　与　　費
計（B） 一人当たりの

給与費（B/A）給　 料 職員手当 期末・勤勉手当

101人 328,481  42,150 128,988 499,619 　　　  4,947

㊟�職員手当には退職手当を含まない。給与費は決算に計上された額。

 2  一般行政職の級別職員数の状況（平成27年 4 月 1 日現在）

区　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的な
職務内容

主事補
主　事 主 事 主 査 係 長 主 幹 課 長

代 理 課 長 －

職員数（人） 32 16 8 15 9 6 9 95
構成比 33.7% 16.8% 8.4% 15.8% 9.5% 6.3% 9.5% 100%
㊟�矢掛町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。「標準的な職
務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

 3  職員手当の状況
①期末・勤勉手当（平成27年度）

区　分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.75月分 0.75月分 1.5月分

②退職手当（平成27年度）
区　分 勤続 20年 勤続 30年 勤続 35年 勤続 40年
自己都合 20.445月分 36.105月分 41.325月分 46.545月分
勧奨・定年 25.55625月分 42.4125月分 49.59月分 49.59月分

③特殊勤務手当（普通会計決算）
区　　　　分 平成 26年度

職員全体に占める手当支給職員の割合 10.9％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 22,545 円

手当の種類（手当数） ７
主な支給対象業務 救護施設業務、汚物等の収集処理業務

④時間外勤務手当（普通会計決算）
支給総額（平成 26年度） 11,094千円
職員１人当たり支給年額 　 142千円
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　一部事務組合とは、地方自治法に基づき地方公共団体が事務を共同して処理するために設立し
た組合です。次の５組合の平成 26年度決算について報告します。

平成26年度  一部事務組合決算報告

 岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合
岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合小北中学校の管理・教育事務を行っている組合です。
◦所 在 地　笠岡市甲弩 1810-3
◦構成団体　笠岡市・矢掛町
　歳　入：3,966 万 8 千円
　歳　出：3,914 万 2 千円

 岡山県西部衛生施設組合　し尿、粗大ごみ、資源ゴミの処理および斎場の管理・運営を行っている組合です。
◦所在地　笠岡市平成町105　◦構成団体　笠岡市・井原市・浅口市・矢掛町・里庄町
　歳入：8 億 372 万 2 千円　　歳出：7 億 5,084 万 7 千円

市 町 名
し尿処理実績（kl） 不燃物・粗大ごみ処理実績（ｔ） 資源ごみ処理実績（ｔ） 火葬執行件数（件）

26年度 前年度比 26年度 前年度比 26年度 前年度比 26年度 前年度比
笠  岡  市 23,059    　206    838   ▲ 99    667 ▲ 26 711 　13
井  原  市 24,288 ▲ 1,305    334     ▲ 5    295 ▲ 11 612 ▲ 22
浅  口  市 10,194    ▲ 540    334   ▲ 26    390 ▲ 16 293   ▲ 6
矢  掛  町 -※ -    178     ▲ 4    206   ▲ 7 197 ▲ 30
里  庄  町   5,713    ▲ 155    186     ▲ 7      67   ▲ 3 121 　13

計 63,254 ▲ 1,794 1,870 ▲ 141 1,625 ▲ 63 2,006
（管外72含む）

▲ 51
（管外19含む）

※矢掛町は平成 24年度からし尿処理を町独自で行っているため、同組合には委託していません。

 岡山県井原地区清掃施設組合
可燃ごみ焼却場の管理・運営を行っている組合です。
◦所 在 地　井原市木之子町2192-1
◦構成団体　井原市・矢掛町
　歳　入：11 億 9,219 万 8 千円
　歳　出：11 億 8,265 万 1 千円

市 町 名
可燃ごみ処理実績（ｔ）

26年度 前年度比
井  原  市  9,704（5,633） 322
矢  掛  町  2,844（2,241）   29

計 12,548（7,874） 351
※（　）は家庭ごみの数値です。

　平成26年度、矢掛町では、可燃ごみの処分に1億 7,457
万 4千円を支出しました。つまり、町民１人当たり年間11,699
円の費用がかかり、前年度より1,102円増加しています。ごみ減
量化に向けて、皆さんのご理解とさらなるご協力をお願いします。

市 町 名
生　徒　数（人）

26年度 前年度比
笠  岡  市   62 ３
矢  掛  町   53 ４

計 115 7

 井笠地区農業共済事務組合
農作物（水稲・麦）共済や家畜（牛・豚・馬）共済などの
農業共済事業に関する事務を行っている組合です。
◦所在地　矢掛町矢掛 2979-1　◦構成団体　笠岡市・井原市・浅口市・矢掛町・里庄町
　歳入：2 億 7,970 万円　　歳出：2 億 7,659 万 6 千円

市 町 名
農作物共済（a） 家畜共済（頭） 果樹共済（a） 畑作物共済（a） 園芸施設共済（棟）

26年度 前年度比較 26年度 前年度比較 26年度 前年度比較 26年度 前年度比較 26年度 前年度比較
笠  岡  市 23,573 57 6,718 ▲ 181 0 　   0 449 85 59      3
井  原  市 51,972 ▲ 1,835 1,129 ▲ 61 2,777 ▲ 84 117 ▲ 19 204   ▲ 1
浅  口  市 17,953 ▲ 705    196 32 29 　 29 12      7 9      1
矢  掛  町 53,470 ▲ 995    836 13 0 　   0 641 62 19      1
里  庄  町   1,346 ▲ 65    191 ▲ 16 0 　   0 0 0 6      0

計 148,314 ▲ 3,543 9,070 ▲ 213 2,806 ▲ 55 1,219 135 297      4

 井原地区消防組合
火災予防活動、消火活動、救急活動を行っている組合です。
◦所 在 地　井原市七日市町3216
◦構成団体　井原市・矢掛町
　歳　入：7 億 9,696 万 4 千円
　歳　出：7 億 7,899 万 0 千円

市 町 名
火災出動状況（件） 救急出動状況（件）

区 分 26年度（前年度比） 26年度（前年度比）

井  原  市

建　物 15（▲ 5）

2,154（123）
林　野 　　2（▲ 1）
車　両 　0（▲ 3）
その他 　　　5（1）

計 　  22（2）

矢  掛  町

建　物 　　4（▲ 1）

      565（▲17）
林　野 　　　1（—）
車　両 　　　1（1）
その他 　　　3（1）

計 　　　9（1）
総　　　　計 　  31（3） 2,719（106）
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　1 月 26 日の文化財防火デーに合わせて、22 日、
大元鵜江神社（東川面）で消防訓練が行われました。
　この日は大元鵜江神社の東側の山林より火災が
発生し、本堂へ延焼の恐れがあるとの想定で訓練を
実施。井原消防署矢掛出張所の隊員がスピーディー
かつ適切な連携で訓練を行いました。
　文化財防火デーは昭和 24 年 1 月 26 日に、法隆
寺の金堂が炎上したこと等を受け、文化財を守ると
ともに、文化財愛護に関する意識の高揚を図るため
に実施されているものです。

文化財を火災から守れ！

　12 月 24 日から、旧矢掛本陣、旧矢掛脇本陣のライトアップを実施しています。併せてやかげ町家交流館前の
ポケットパーク、本陣会館前のイルミネーションも実施。冬空の下、普段とは一味違う雰囲気の町並みを目にす
ることができます。
　旧矢掛本陣、旧矢掛脇本陣のライトアップ、ポケットパーク、本陣会館前のイルミネーションはいずれも 2 月
21 日までです。

宿場町をライトアップ。イルミネーションも鮮やかに

開業17年目に突入。イベントも大盛況！
　１月 10 日、井原線矢掛駅前広場で「井原線ワン
コインデー＆得得市」が開催されました。
　今年で開業 17 年目に突入した井原鉄道井原線。
この日は終日井原線全線（総社駅～神辺駅）大人も
子どもも 1 乗車ごと 100 円で乗車できるワンコイ
ンデー。地元の人はもちろん、町外の人も多く来場
し、矢掛町の特産品などを購入していました。
　「井原線ＤＥ得得市」は毎月第 3 日曜日に開催し
ており、毎回多くの団体が出店しています。

↑旧矢掛本陣石井家住宅

↑有事さながらに放水を行う矢掛出張所の隊員。（大元鵜江神社）

↑餅つき大会が行われ、来場者にふるまわれました。

↑旧矢掛脇本陣髙草家住宅

まちの
わだい
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今 月 の 出 来 事 まちのわだい

　1 月 31 日、第 5 回「晴れの国岡山」駅伝競争大
会が百間川ランニングコース（岡山市中区）で開催
され、県下 21 市町 26 チームが 9 区間 42.195 ㎞
を疾走しました。今大会のチームは 12 月に中学生
から社会人の幅広い年齢層で構成され、練習を重ね
てきたとのこと。
　矢掛町チームは 26 チーム中 25 位と健闘。当日
は矢掛町からの応援団が出向き、手旗や打楽器を使
って選手を応援しました。

　１月 30 日〜２月２日、長野県で開催された全国
中学校体育大会第 36 回全国中学校スケート大会の
フィギュアスケート男子に矢掛中学校２年の
三
み や け

宅星
せ な

南くん（東川面）が出場し、見事３位入賞を
果たしました。
　１月 28 日に開催した激励会では、中学校のクラ
スメイトからの応援メッセージもサプライズで手
渡され、「うれしいし、励みになる。」と話していた
三宅くん。
　早朝から深夜まで練習に励む本人の努力の積み
重ねと、クラスメイトからのメッセージも追い風と
なり、２年連続で表彰台に立ちました。

世代をこえてつなぐ、一本のタスキ

プレッシャーをはねのけ、2年連続表彰台へ

おもてなしの心で、矢掛町の魅力を発信して
　２月７日、やかげ文化センター視聴覚室で町並み
観光ガイド「やかげ町並案内人」の第 1 回養成講座
が開催されました。
　矢掛町では観光客の皆さんに町並みを案内しなが
ら、魅力発信をしていただく町並み観光ガイド「や
かげ町並案内人」を公募。応募者におもてなしの心、
矢掛町の歴史、文化を学んでもらうために養成講座
を開催しました。
　当日は 10 人の参加者が受講し、おもてなしの基
本等について学びました。計 5 回の講座を修了し、
選考を経た後「やかげ町並案内人」として矢掛町の
魅力を発信します。↑クラスメイトからの寄せ書きを手にし、健闘を誓った三宅くん

↑ジャミンゼブの歌声がホールに響き渡りました。

↑講師の話に真剣に耳を傾ける参加者

↑沿道の声援を受け、力走する選手

男性４人が奏でる、美しいハーモニー
　1 月 31 日、やかげ文化センターで「ジャミン・
ゼブコンサート」が開催されました。ジャミン・ゼ
ブは男性４人組ヴォーカルグループで、さまざまな
大舞台でその美しい歌声を披露してきました。
　この日はオリジナル曲にカバー曲も交えながら

「Can't Help Falling In Love」や「世界に一つだ
けの花」などを披露。約 460 人の観客はその美声
に酔いしれました。



保健福祉課健康管理センター　☎(82)1013　有線9630問

　花粉症の症状は、風邪の症状に似ています。そのため花粉症であるにも関わらず、風邪だと思い込んで、症状
を悪化させてしまうケースもあります。
　花粉症に特有な症状を知り、おかしいなと思ったら、早めに医師の診断を受け、症状の軽いうちに治療しまし
ょう。
症状でチェック！！
①くしゃみ
立て続けに何回も出る。
風邪ではあまり立て続けには出ない。
②鼻水
透明でさらさらしている。
風邪では初めはさらさらでも、数日で黄色くなって
ネバネバしてくる。
③鼻づまり
両方の鼻がつまり、鼻で息ができないことも。
風邪では比較的症状は軽い。
④目のかゆみ
目がとてもかゆく、涙が出ることもある。
風邪では目のかゆみはほとんどない。

初期療法で早めに対処！！
　花粉症の症状が出る前から、薬による花粉症の初期
療法を始めていると、症状の発症を遅らせ、飛散シー
ズン中の症状を和らげることができます。
　初めは症状がひどい部位の診療科で診察を受け、あ
なたの症状にあった治療を始めましょう。

外出時の注意点
①マスクやメガネ、スカーフなどを着用し、花粉の侵
入を防ぐ。
②花粉の付着しやすいウールなどの衣類の着用を防ぐ。
③晴れた日、風の強い日などは花粉が飛びやすいため、
外出は控える。

帰宅時の注意点
①玄関に入る前に、衣類に付着した花粉を払い落とす。
②手洗いや洗顔、うがいを行い、花粉を洗い流す。

室内での注意点
①外に干していた洗濯物などは、付着した花粉を払い
落としてから取り込む。
②花粉の飛散量の多い日には、花粉の侵入を防ぐため、
ドアや窓は閉めておく。
③こまめに室内を掃除する。
④睡眠を十分にとって、体調を万全にする。
⑤ストレスを溜めない。
⑥喫煙や飲酒などは控える。

～ 花 粉 症 対 策 ～

健康  知っ 得 情報！

Health  Calendar　MarchHealth  Calendar　March

３月の健康カレンダー
休日当番医

27日㈰
21日（月・祝）
20日㈰
13日㈰
  6日㈰

☎(82)１０５０
☎(82)１３２１
☎(84)０００１
☎(82)１３２６
☎(82)０２０２

小　塚　医　院
水　川　内　科
あゆみクリニック
矢　掛　病　院
山 縣 内 科 医 院

※事前に連絡をしてから
　受診してください。

と　　き 病　　　院　　　名

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

16日㈬ ウォーキングサロン
（小田川せせらぎコース）
  ※集合場所  井原線小田駅

（集合時間）
午前 9時

  8日㈫ 育児相談午前 9時～11時

17日㈭ 栄養改善教室午前9時～午後 1時

  2日㈬ 1歳6か月児健康診査午後0時30分～1時
と　き 受　　　付 内　　　容

健康教室（ところ  老人福祉センター）

  1日㈫・  2日㈬・  9日㈬
11日㈮・15日㈫・16日㈬
18日㈮ 午後1時30分～2時30分

ミニお達者教室

と　　　き 内　　　容

これって風邪？もしかして花粉症？これって風邪？もしかして花粉症？これって風邪？もしかして花粉症？これって風邪？もしかして花粉症？
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室 収蔵品展「ピカソのワイシャツと
　　　　　　絵皿＆郷土ゆかりの作家たち」会期/2月 28日（日）まで
収蔵品展「田中塊堂とその一門」会期/3月 3日（木）〜6月 12日（日）

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　1 月 9 日㈯、図書館開館前の 9 時半から図書館内で“朝
一落語”がありました。今年度 7 月から奇数月の第 2 土曜

日に開催しており、今回も15人以上の方が来てくださいました。毎回、ご好評をいただい
ております。次回は 3 月12日㈯に“朝一落語スペシャル版”として車

くるま
家
や

化
か っ こ

狐。さんと白
はく

楊
よう

舎
しゃ

番
ばん

朝
ちょう

さんによる二人会を午後 2 時からやかげ文化センターリハーサル室で予定していま
す。“笑い”は免疫力を上げるとも言われています。“落語”で笑って寒さを吹き飛ばしましょ
う！！皆さんのお越しをお待ちしています。

カウンターからの情景

町民ギャラリー
◆ 美術館講座作品展
　　【書道・俳句Ａ】　2 月23日（火）〜 2 月28日（日）　　【日本画】　　3 月   1日（火）〜 3 月   6日（日）
　　【池　坊】　　　　3 月   5日（土）〜 3 月   6日（日）　　【洋　画】　　3 月   8日（火）〜 3 月13日（日）
　　【烏城彫・俳句Ｂ】　3月15日（火）〜 3月21日（月）　　【いけばな京花傳】　3月26日（土）〜3月27日（日）

端午の節句かざり大募集　　　出展をご希望の方は、美術館へご連絡ください！
　美術館では、今春「わたしの愛蔵品展 Part8―端午の節句」を開催します。つきましては、端午の節句にちな
んだ飾り（武者人形・兜・張子の虎・鯉や菖蒲の掛軸・こいのぼり）の出展者を募集しています。
　わが家にねむる大切な１点を美術館に展示してみませんか？
■展覧会名　「わたしの愛蔵品展 Part ８－端午の節句」　　　　■会　場　町民ギャラリー
■会　　期　４月 23 日（土）〜５月８日（日）　＊月曜休館
■出展条件　応募者本人が所有するもの。自力で搬入・搬出できるもの。
＊展示品の取り扱い及び管理には十分注意を払いますが、損失破損等の補償はできませんので、特に大切なものは自己で保険に加入して下さい。

＊鑑賞無料

ハナをほじったり、びんぼうゆすりをしたり、
こどもたちがついやってしまうクセには、ち
ゃんとした「りゆう」があるんです。第8回
MOE絵本屋さん大賞第1位の作品。

去った女、逝った妻…。瞼に浮
かぶ、獰猛なまでに美しい女た
ちの面影は、いまなお男を惑わ
せる。第154回直木賞受賞作。

「 りゆうがあります 」（絵本）
ヨシタケ　シンスケ／作・絵　PHP 研究所

「 つまをめとらば 」
青山　文平／著　文藝春秋

は休館日

3月の図書館カレンダー

27 28 29

日

7 8
1

9
2

1110
3 4

12
5

13
6

14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

30 31

火水木金土月

2月の休館日
　22日（月）・29日（月）

おすすめの1冊

図書館のイベント

中村征夫と海のゆかいな仲間たち
◆と　き　３月５日（土）　午後１時～
◆ところ　やかげ文化センター　ホール
◆内　容　大きなスクリーンにうつる水中写真で海
の中を探検しよう！映像でおくる海のお話しをお楽
しみください。
＊入場は無料ですが、整理券が必要です。

朝一落語スペシャル版
◆と　き　3月12日㈯　午後2時〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　車

くるま

家
や

化
か っ こ

狐。さんと白
はく
楊
よう
舎
しゃ
番
ばん
朝
ちょう
さんによる

二人会。上方落語、江戸落語をお楽しみください。

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　２月27日㈯・3月26日㈯　
　　　　　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の
読み聞かせやエプロンシアター、おりがみ教室など

えいごであそぼう
◆と　き　３月12日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　やかげ文化センター　視聴覚室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

★蔵書点検による休館について★　３月６日（日）～ 11 日（金）
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いいたします。
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（写真：平成 25 年３月 10 日撮影）

　今回は江戸時代に岡山県内の多くの建造物を手掛け
たといわれる塩飽大工について取り上げます。
　塩飽諸島は香川県丸亀市と岡山県倉敷市の間に位置
する大小28の島です。江戸時代末期には島の世帯の３
軒に１軒が大工職を営み、「塩飽大工」として、讃岐・
備前・備中を中心に活躍していました。特徴は造船技
術をベースにした巧みな技であり、特に彫刻の技術は
随一であったと言われています。また、先々で大工た
ちと和合して共に働くということもあったようです。
　近隣では、吉備津神社や備中国分寺の建築に携わっ
ています。町内では、旧矢掛脇本陣髙草家住宅表屋に
残る弘化２年（1845）の棟札に、「塩飽屋菊松、塩飽屋
菊四郎」という棟梁の屋号・氏名の記載があります。
この他にも大通寺本堂（小林）・観音堂、洞松寺山門（横

谷）、若宮神社（江良）など、多くの建造物を地
元の職人たちと共に遺しています。
　これらの建造物を訪ねる際には、職人の魂の
こもった意匠を楽しむのも面白いかもしれませ
ん。

矢掛町の歴史と文化財（8）

「細工は流
りゅう

々
りゅう

仕上げを御
ご ろ う

覧じろ」（塩
し

飽
わく

大工）

◆問題　矢掛市街地中心部を「ゾーン○○」に指定
◆応募資格　矢掛町内に在住の人 ※ お一人につき１応募に限ります。

◆応募方法　ハガキか専用フォームへ、①クイズの答え（○の中に入る数字）、
②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥「広報やかげ」の感想を書いて総務
企画課秘書広報室へ応募してください。（必要事項が 1 つでも漏れている場合
は、応募無効とします。）正解者の中から、抽選で３人に町の特産品をお贈り
します。
◆締め切り　2月29日（月）必着
�※当選者は、3 月号でご紹介します。
■ 12月号の正解　92 位
■ 12月号当選者　（応募総数26通　正解者26人、賞品は「いちご」）
　 谷森久子さん（宇内）、土屋　稔さん（里山田）、多賀心優さん（矢掛）
■ 1月号の正解　個人
■ 1月号当選者　（応募総数22 通　正解者22 人、賞品は「いちご」）
　 田口芳香さん（中）、江本冴織さん（矢掛）、平井艶子さん（横谷）

■問  総務企画課秘書広報室　 〒714-1297　矢掛町矢掛3018　☎（82）1 0 1 0　有線 0 5 2 2

広報クイズ

▲
携帯電話での応募は
コチラから

■問 教育委員会教育課生涯学習係
　 ☎（82）2100　有線 0780

2 月号の当選者へは
水車の里フルーツトピア
いちご狩り招待券

（旧矢掛脇本陣
髙草家住宅）

（大通寺本堂）

読者のひろば
みんな集まれ！

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

読者の皆さんから寄せられた
お便りなどでつくるページです。

　　こ だま  そ   な

小玉颯菜ちゃん（小田）
（H27年 2 月 6 日生まれ）
たくさん笑って明るく楽し
く過ごそうね☆
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そ
れ
か
ら
は
自
由
あ
ふ
れ
て
い
て
一
人�

山
縣
の
ぶ
子

捕
ま
っ
て
そ
れ
か
ら
ネ
ズ
ミ
取
り
と
知
る�

田
中
　
　
恵

そ
れ
か
ら
を
聞
か
な
い
友
の
手
が
温
い�

池
田
た
か
子

病
持
ち
日
々
薄
氷
を
踏
む
思
い�

選
　
者
　
吟

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

　
　
上
原
笛
水
選

文
化
協
会
俳
句
十
二
月
作
品�

坪
井
　
翠
選

文
化
協
会
川
柳
十
二
月
作
品�

�

古
村
愁
水
選

は
る
か
な
る
故
郷
見
ゆ
る
初
御
空�

浜
口
万
寿
子

水
仙
を
活
け
て
背
筋
を
伸
ば
し
け
り�

渡
邉
　
倫
子

窓
越
し
に
見
る
早
梅
に
癒
さ
れ
て�

田
中
　
敏
子

黄
落
や
終
を
華
や
ぐ
雑
木
山�

浅
野
加
津
子

蠟
梅
の
枝
揺
れ
止
ま
ず
鳥
の
声�

浅
野
　
広
海

冬
う
ら
ら
帽
子
脱
ぎ
た
る
詣
で
坂�

江
尻
　
容
子

塀
に
添
ふ
柊
の
香
や
寺
静
か�

江
尻
　
千
歳

満
目
の
海
の
き
ら
め
き
水
仙
花�

黒
瀬
美
智
子

初
参
り
終
へ
て
鐘
撞
く
楽
し
か
り�

井
上
　
博
子

降
る
雨
を
見
上
げ
動
か
ぬ
冬
の
鳥�

柏
原
　
茂
子

日
に
少
し
厚
み
の
出
来
て
冬
港�

選
　
者
　
吟

寒
鴉
啼
く
北
の
黒
雲
呼
ぶ
ご
と
し�

黒
井
　
琴
恵

朝
日
拝
み
て
薪
割
り
の
山
に
雪�

岡
田
　
哲
郎

武
士
の
碑
か
な
さ
く
ら
の
冬
芽
立
ち�

片
岡
　
朋
子

初
雪
や
登
校
の
子
の
半
ズ
ボ
ン�

池
野
　
峯
子

二
坪
の
パ
ン
屋
に
パ
ン
の
雛
か
な�

坪
井
　
篤
子

幻
想
の
春
宵
灯
り
白
壁
も�

新
谷
　
京
子

古
民
家
に
住
み
て
二
人
の
小
豆
粥�

中
田
　
千
穂

リ
ハ
ビ
リ
の
友
の
賀
状
の
十
文
字
ほ
ど�

岡
本
　
瑞
江

鐘
楼
や
い
と
し
き
も
の
に
龍
の
玉�

小
西
　
恒
子

満
ち
潮
の
や
が
て
引
く
潮
冬
遍
路�

選
　
者
　
吟

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

　
　
笹
井
　
愛
選

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
川
柳
一
月
作
品�

�

古
村
愁
水
選

美
術
館
短
歌
講
座
二
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

★�対 象 者★　�町内在住で平成 27 年 3 月生まれのお子さん
★応募期限★　平成28年2月29日（月）必着
★�応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりがな）③生年月日④電

話番号⑤20字程度のメッセージを添えてご応募ください。
★�応募・お問い合わせ★
　矢掛町役場総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

   いしかわみつひろ

石川光博くん（東川面）
（H27年 2 月 20 日生まれ）

元気にたくましく育ってね！

　た なかあい さ

田中愛紗ちゃん（東三成）
（H27年 2 月 19 日生まれ）
元気・笑顔いっぱい大きく
なってね♡

初
仕
事
家
の
か
た
づ
け
苦
労
す
る�

岩
原
　
美
子

初
詣
婆
婆
の
手
を
ひ
く
太
鼓
橋�

山
元
と
も
え

賞
味
期
限
ば
あ
ば
の
鼻
が
決
め
て
い
る�

池
田
た
か
子

百
点
へ
鼻
高
だ
か
の
ラ
ン
ド
セ
ル�

山
縣
の
ぶ
子

あ
ぐ
ら
組
む
生
意
気
な
鼻
で
あ
る�

田
中
　
道
博

す
き
間
風
鼻
ま
で
も
ぐ
る
床
の
中�

田
中
　
　
恵

駆
け
て
く
る
お
鼻
が
真
っ
赤
ギ
ュ
ッ
と
す
る�

森
本
か
の
こ

百
ま
で
も
持
っ
て
行
き
た
い
夢
と
欲�

三
宅
か
ず
こ

宝
く
じ
結
果
見
る
ま
で
夢
続
く�

紫
　
し
め
の

ド
レ
ス
選
る
夢
み
る
ば
あ
さ
ん
初
鏡�

江
尻
　
容
子

明
日
の
夢
語
る
孫
の
眼
輝
い
て�

選
　
者
　
吟

15 平成２8年2 月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,774人（－20） 
　男　     7,041人（＋  3） 
　女　     7,733人（－23）
世帯数　  5,353世帯（＋4）

平成28年２月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

「
介
護
者
の
つ
ど
い
」開
催
！

　
日
々
の
介
護
に
お
疲
れ
の
方
、
ち

ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
？
今
回

は
介
護
の
知
識
も
習
得
で
き
る
内
容

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
と　
き　
３
月
８
日
㈫　
午
前
10

時
～
11
時
40
分

◦
と
こ
ろ　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ー
サ
ル
室

◦
対
象
者　
町
内
在
住
で
介
護
中
の

方
ま
た
は
介
護
の
経
験
が
あ
る
方

◦
内　
容　
福
祉
用
具
の
話
や
介
護

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
座
談
会

◦
参
加
費　
無
料

◦
申
込
締
切　
２
月
29
日
㈪

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
７
２

　
ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
募
集

◦
開
設
予
定
の
講
座
（
４
月
～
）
料

理
、
絵
手
紙
、
太
極
拳
、
大
正
琴
、

華
道
、着
付
け
、洋
裁
、煎
茶
、書
道
、

抹
茶
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

◦
受
講
料　
※
教
材
費
は
個
人
負
担

◦
料
理（
①
・
②
）・
絵
手
紙

　
　
　
　
　
１
、
８
０
０
円

◦
太
極
拳　
５
、
４
０
０
円

◦
そ
の
他　
３
、
６
０
０
円

◦
申
込
方
法　
ふ
れ
あ
い
会
館
に
て

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
受
講

料
を
添
え
て
申
し
込
む
。

◦
申
込
期
間　
３
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

※
10
名
に
満
た
な
い
講
座
は
開
設
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
時
、
抽
選
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
ふ
れ
あ
い
会
館

☎（
83
）０
１
１
９　
有
線
５
３
５
０

心
配
ご
と
相
談

◦
と　
き　
３
月
18
日
㈮　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内　
容　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

農
業
委
員
会
委
員
の
公
選

制（
選
挙
）の
廃
止
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
９
月
４
日
に
農
業
協
同

組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
が
公
布
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
農
業

委
員
会
の
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選

制
（
選
挙
）
か
ら
町
長
に
よ
る
選
任

制
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
録
申
請
書
は
、公
布
日
以
後
、

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
82
）１
１
１
９　
有
線
０
６
０
１

農
業
委
員
会
（
産
業
観
光
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６

農
地
の
「
利
用
権
設
定
」

に
つ
い
て

　
利
用
権
設
定
と
は
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
、
農
地
の

貸
し
借
り
で
す
。
農
地
法
の
許
可
が

不
要
な
の
で
、
簡
単
な
手
続
き
で
農

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
設
定
を
年
２
回

（
６
月
と
12
月
）
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
３
年
、
６
年
、
10
年
の
中
か

ら
希
望
の
期
間
を
設
定
で
き
ま
す
。

募
　
　
集

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

お
知
ら
せ

有料広告有料広告

生徒募集生徒募集♪
♪

♫

小林 107（田町）　☎82-1062（江木）小林 107（田町）　☎82-1062（江木）小林 107（田町）　☎82-1062（江木）
http://www.pianokyousitu.info/http://www.pianokyousitu.info/

お問い合わせ

まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室

2 歳のお子さん～ 大人まで2歳のお子さん～ 大人まで

ピアノ・エレクトーンピアノ・エレクトーン
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,774人（－20） 
　男　     7,041人（＋  3） 
　女　     7,733人（－23）
世帯数　  5,353世帯（＋4）

平成28年２月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

　
期
間
満
了
の
際
に
は
、
町
か
ら
終

期
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
利

用
権
の
更
新
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
の
６
月
開
始
分
の
設
定
は
３

月
31
日
㈭
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

■問
農
業
委
員
会
（
産
業
観
光
課
内
）

　
☎（
82
）１
０
１
６

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

　
農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止
を
目
的

と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
限
り
狩
猟
期
間
を
３
月
15
日
ま
で

１
ヶ
月
間
延
長
し
て
い
ま
す
。
野
山

へ
出
か
け
る
場
合
は
、
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
掛
け
る
な
ど
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
農
林
業
被
害
等
を
多
大
に
発
生
さ

せ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
お
よ
び
ニ
ホ
ン

ジ
カ
を
減
少
さ
せ
、
生
息
密
度
の
適

正
化
を
図
る
た
め
の
対
策
の
一
環
で

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■問
備
中
県
民
局
森
林
企
画
課

　
☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
５
２

矢
掛
町
立
小
・
中
学
校
の
始

業
式
変
更
お
よ
び
夏
季
休
業

中
の
閉
校
日
に
つ
い
て

　
矢
掛
町
教
育
委
員
会
で
は
、
矢
掛

町
立
小
・
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
導

入
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
よ
り
２
学

期
始
業
式
を
１
週
間
前
倒
し
し
、
８

月
25
日
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
層
の
授
業
時
数
の
確
保
を

図
り
ま
し
た
。平
成
28
年
度
か
ら
は
、

年
度
初
め
の
準
備
期
間
確
保
の
た
め

に
１
学
期
始
業
式
を
１
日
遅
ら
せ
て

４
月
７
日
と
す
る
と
と
も
に
夏
季
休

業
中
に
閉
校
日
を
設
け
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
来
年
度
の
閉
校
日
は
８
月

12
日
㈮
と
15
日
㈪
で
す
。
こ
の
期
間

中
の
学
校
へ
の
緊
急
連
絡
は
、
矢
掛

町
教
育
委
員
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■問
矢
掛
町
教
育
委
員
会

☎（
82
）２
１
０
０　
有
線
０
６
２
１

平
成
28
年
度
資
源
回
収
団

体
の
募
集
を
行
い
ま
す

　
矢
掛
町
で
は
、
資
源
回
収
を
行
う

町
内
の
自
治
会
・
町
内
会
・
子
供
会
・

学
校
な
ど
の
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
資
源
の
再
利

用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、

登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
団
体
も
連

絡
先
、
収
集
計
画
な
ど
の
確
認
の
た

め
改
め
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

有料広告

　農業者の方が加入している国民年金の年金額は、
40 年加入して１人月額６万６千円、夫婦２人で月
額 13 万２千円、年額 158 万円です。老後の家計費

（夫婦２人で月額 23 万円）と比べても月額 10 万円
の差があります。
　このような国民年金で不足する老後の家計費をサ
ラリーマン並みの年金を受給できるよう国民年金の
上乗せ年金として、農業者だけ
が加入できる農業者年金の制度
があります。
■問 矢掛町農業委員会事務局
　（産業観光課内）
　 ☎（82）1016

知って得する！農業者年金②（全 3 回）

国民年金保険料は
口座振替・まとめ払いがお得です
　国民年金保険料は、口座振替やまとめ払いをすること
によって保険料が割引されます。
◦支払額

２年前納（４月～翌々年３月分）
口座振替額　366,840円（－15,360円割引）
１年前納（４月～翌年３月分）
口座振替額　183,160円（－3,920円割引）
６カ月前納（４月～９月分、10 月～翌年３月分）
口座振替額　92,480円（－1,060円割引）
当月末振替額（早割 ※）
口座振替額　15,540円（－50円割引）
※本来の納付期限よりも１カ月早く口座より振替する
方法です。
翌月末振替
口座振替額　15,590円
　　　　　　（割引なし）

◦申込方法
振替口座のある金融機関へ申込用紙を提出する。（申込用
紙は町民課にあります。）
　来年度分からの保険料の口座振替・まとめ払いへの変
更については２月29日㈪までに手続きをしてください。

■問 倉敷西年金事務所国民年金課　☎（086）523-6393
　 町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線 0551

国民年金からのお知らせ
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協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の
健

康
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
様
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
平
成
28
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
岡
山
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は

10
・
10
％
に
引
き
上
げ
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
方
が
対
象
と
な
る
介
護

保
険
料
率
は
１
・
58
％
に
据
置
か
れ

ま
す
。（
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方

は
平
成
28
年
４
月
分
か
ら
変
更
）

■問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き

は
３
月
末
ま
で
に

　
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
平

成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
登
録
中
の

車
両
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
棄
、
譲
渡
な
ど
で
現
在
所
有
し

て
い
な
い
軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き

を
し
て
い
な
い
人
は
、
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
課
税
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

（
町
へ
の
届
出
）原
動
機
付
自
転
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
・
特
殊

用
）

※
使
用
者
の
印
鑑
、所
有
者
の
印
鑑
、

返
却
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
車
手
続
は
本
人
以
外
（
整
備
工

場
等
へ
の
委
託
）
で
も
可
能
で
す
。

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
２

（
軽
自
動
車
検
査
協
会
へ
の
届
出
）

四
輪
の
軽
自
動
車

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
０
８
４

（
岡
山
運
輸
支
局
へ
の
届
出
）
二
輪

の
軽
自
動
車
（
１
２
６
㏄
～
２
５
０

㏄
）
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
１

㏄
以
上
）

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
２

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁

止
、
有
権
者
が
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が

政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る

こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る

い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◦
政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象
と
な

る
も
の

秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

結
婚
祝
い
、
お
祭
り
へ
の
寄
付
・
差

し
入
れ
、
落
成
式
・
開
店
祝
な
ど
の

花
輪
、
お
歳
暮
・
お
年
賀
、
葬
儀
の

花
輪
・
供
花
、
地
域
の
運
動
会
・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲
食
物
な
ど
の
差

し
入
れ
、
病
気
見
舞
、
入
学
祝
・
卒

業
祝
、
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る

場
合
の
葬
儀
の
香
典

■問
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
82
）１
１
１
９　
有
線
０
６
０
１

テ
ロ
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
倉
敷
市
で
は
今
年
５
月
、
教
育
大

臣
会
合
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
国
際
会
議
は
、
テ
ロ
の
攻

撃
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
よ

り
一
層
の
警
戒
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

警
察
で
は
テ
ロ
未
然
防
止
の
た
め
、

不
審
情
報
の
分
析
を
は
じ
め
警
戒
警

備
や
、
爆
発
物
原
料
の
管
理
者
対
策

な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
井
原
警
察
署
警
備
課

☎（
62
）９
１
１
０

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
に
よ
る
和
解

一
時
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
に
は
、
国
か
ら
補
償

金
（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
既
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
、
療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
期
限
は
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。
訴
訟
の
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
国
か
ら
補
償
金
（
和
解
一

時
金
）
を
受
け
取
っ
た
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
ご
遺
族
（
法
定
相

続
人
）
に
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

■問
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会

　
０
９
８（
８
３
２
）９
５
２
８

　
法
律
事
務
所

　
　
０
９
８（
９
３
８
）４
３
８
１

　
厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

　
　
０
３（
５
２
５
３
）１
１
１
１

「
動
物
追
い
払
い
花
火
」
を

ご
使
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
鳥
獣
等
の
動
物
を
追
い
払
う
た
め

に
用
い
ら
れ
る
動
物
駆
逐
用
煙
火

（
連
続
発
射
式
）
の
使
用
中
に
持
ち

手
付
近
が
破
裂
し
、
指
を
欠
損
す
る

な
ど
の
火
薬
類
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ご
使
用
の
際
は
注
意
事
項

を
よ
く
読
み
、
十
分
ご
注
意
の
上
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

　
☎（
62
）９
４
０
２

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ　
３
月
13
日
㈰
＝

井
原
消
防
署　
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
正
午

◦
内　
容　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医　
療

療養費（コルセット等）
（12 月申請分）３月   7日㈪ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0551

高額療養費
（1 月申請分）２月17日㈬

小児・心身障害者および
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（1 月申請分）

２月29日㈪

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532 ※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。

※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
固定資産税（4 期）
国民健康保険税（6 期）
介護保険料（6 期）
後期高齢者医療保険料（4 期）

2月29日㈪ 2月29日㈪

水道料金・下水道使用料
（農業集落排水使用料を含む）
（矢掛・美川・三谷・小田地区）

2月25日㈭ 2月29日㈪
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貸しによるトラブルを演出した架空請求詐欺、医療費や保険
料などが還付されると嘘を言って現金をだましとる還付金詐
欺が多発しました。また、社債取引を装う特殊詐欺で複数回
にわたり１億円以上の被害も県下では発生しています。
　被害者は65歳以上の高齢者の方が多くを占め、現金を送る
手段は従来のＡＴＭや金融機関の窓口から振り込むだけでな
く、犯人に直接手渡しする現金手交型や宅配便等の小包を利
用する現金送付型のものが多くを占めています。
　矢掛町でも高齢者の方が被害に遭った特殊詐欺が２件発生
しておりますが、１件は現金手交型、もう１件は宅配便によ
る現金送付型でした。宅配便等では現金を送ることはできま
せん。宅配便等で現金を送るよう言ってくるのは詐欺です。
すぐに警察や家族の方に相談してください。
　警察では、特殊詐欺の被害を防ぐため、金融機関に対して、
高額の振り込みをされる方や高額な現金を引き出される方へ
の声掛けの徹底や警察への通報を要請しています。
　特殊詐欺の犯人グループは暴力団とつながっており、暴力
団の資金源となっています。
　金融機関窓口での手続きに時間がかかることがありますが、
ご理解とご協力をお願いします。

◦犯罪・交通事故発生状況（平成 27 年中）

◦平成27年中は、「空き巣」が大幅に増加しました。また、「事
務所荒し」や「オートバイ盗」も増加しています。少しの間
の外出やちょっと現場を離れる時でも必ず鍵掛けをしましょ
う。
　昨年、県下の特殊詐欺の被害は約16億２千万円と過去最
悪を記録しました。矢掛町でも２件、約950万円の被害が発
生しています。あやしい電話がかかってきたら１人で悩まず、
家族や警察などに相談しましょう。
◦平成27年中は、人身交通事故、物損交通事故とも増加して
います。人身交通事故の類型別では、追突が14件、交差点関
連が13件とこの２類型で60％を占めており、漫然運転と交
差点の安全不確認によるものが多く認められます。また、路
線別では、国道と主要地方道で18件（40％）を占めており、
高齢運転者が第一当事者となる場合は、人身事故で24.4％、
物損事故で33.5％を占めています。矢掛町内で特に注意を要
する箇所は、本堀きらり付近、江良交差点、北田橋付近及び
富士ベークライト付近です。運転中は緊張感を持って、運転
に集中するとともに、安全確認を徹底しましょう。

【「いけん！送るな渡すな詐欺」の被害防止】
　「いけん！送るな渡すな詐欺」の被害は後を絶たず、その手
口はますます悪質・巧妙化しています。
　昨年中は、警察官や銀行協会をかたるオレオレ詐欺や名義

■問
消
防
本
部
警
防
課

　
☎（
62
）１
２
６
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

１
日
㈫
・
３
日
㈭
・
９
日
㈬
・
15
日
㈫

17
日
㈭
・
18
日
㈮
・
22
日
㈫
・
25
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

３
月
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、

28
日
㈪　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
12
・
１
月
分
／
敬
称
略
）

ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
亀
井
政

男
（
岡
山
市
）、
竹
内
秀
樹
（
倉
敷

市
）、
三
宅
清
子
（
浅
口
市
）、
村
山

斉
子
（
里
庄
町
）、
三
宅
房
子
（
総

社
市
）、
髙
草
英
郞
、
宇
治
重
喜
（
東

京
都
）、
匿
名
希
望
5
人　
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）
花
野
精
治
、

岡
本　
茂
、
河
上
浩
二
、
吉
谷
靖
子
、

長
谷
川
恵
子
、
多
賀
賢
一
、
宮
本
優

主
、宮
本
敬
子
、藤
井
教
生
、（
矢
掛
）、

山
野
芙
美
子
、
古
城　
愃
（
小
林
）、

鈴
木
利
夫（
上
高
末
）、田
辺
賢
治（
宇

角
）、
岡
田
拓
示
（
内
田
）、
江
尻
美

惠
子
、
坪
井
正
志
（
東
三
成
）、
岡

本
佑
樹
、
福
武
和
宏
、
坪
井
弘
子
、

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問 井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

車
上
狙
い

金

属

盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

27 年中
発生件数 53 3 0 1 1 7 5 2 8 0 12 5 3 6 325 48 1 277

（前年比） -40 +3 0 +1 -4 ±0 -9 +1 ±0 0 -23 -4 -1 -4 +19 +3 ±0 +16

坪
井　
渉（
横
谷
）、
三
好
晃
弘
、
佐

伯　
悟
（
里
山
田
）、
妹
尾
英
子
（
宇

内
）、
藤
井
俊
二
、
佐
藤
頼
夫
、
佐

藤
安
司
・
千
代
子
・
弘
士
、
佐
藤
純

郞（
本
堀
）、
髙
槻
哲
也
、
髙
月
直
明
、

末
永
す
ま
子
（
浅
海
）、
守
屋
典
昌

（
江
良
）、
土
井
良
雄
、
鹿
嶋
敏
男
、

松
永
京
子
、
大
塚
幹
男
（
小
田
）、
定

井
昭
広
（
倉
敷
市
）、
備
中
神
楽
共

栄
社
、
匿
名
希
望　
矢
掛
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
花
野
精
治
、
岡
本　
茂
、

河
上
浩
二
、
吉
谷
靖
子
、
多
賀
賢
一

（
矢
掛
）
美
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

鈴
木
利
夫（
上
高
末
）、田
邉
賢
治（
宇

角
）、
定
井
昭
広
（
倉
敷
市
）
三
谷

公
民
館
へ
（
金
一
封
）
江
尻
美
恵
子
、

坪
井
正
志
（
東
三
成
）、
平
井
艶
子
、

福
武
和
宏
、
坪
井
弘
子
、
坪
井　
渉

（
横
谷
）
山
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

三
好
晃
弘
、
佐
伯　
悟
（
里
山
田
）、

匿
名
希
望
１
人　
川
面
公
民
館
へ（
金

一
封
）
妹
尾
英
子
（
宇
内
）
中
川
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
藤
井
俊
二
、
髙

月
直
明
、森
本
邦
男
、佐
籐
頼
夫
、佐

籐
純
郞
（
本
堀
）、
高
槻
哲
也
、
末

永
す
ま
子
（
浅
海
）、
守
屋
典
昌
（
江

良
）、
中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ　
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
土

井
良
雄
、
鹿
嶋
敏
男
、
大
塚
幹
男　

矢
掛
町
へ（
金
一
封
）
石
井
祥
一
郎

（
真
空
管
・
ト
ラ
ン
ス
他
）妹
尾
典
幸

矢
掛
病
院
へ
（
金
一
封
）
大
塚
幹
男

（
車
い
す
）
岡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
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山ノ上の干柿まつり

　
こ
の
度
、
岡
山
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
昨
年
発
行
し
た
「
広
報
や
か
げ
11

月
号
」が
広
報
紙（
町
村
）の
部
で
特
選
、

「
広
報
や
か
げ
６
月
号
」
の
表
紙
写
真

が
写
真
（
一
枚
写
真
）
の
部
で
佳
作
を

受
賞
し
ま
し
た
。
広
報
紙
の
部
で
特
選

を
受
賞
す
る
の
は
３
度
目
、
写
真
の
部

で
は
２
年
連
続
２
度
目
と
な
り
ま
す
。

特
選
作
品
は
岡
山
県
代
表
と
し
て
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
進
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
受
賞
は
、
い
つ
も
「
広
報

や
か
げ
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
取
材
等

に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
、
皆
さ
ん
の

お
か
げ
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
良
い

広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

12月20日㈰ 希望者参加

　冬の風物詩、山ノ上地区の「干柿まつり」に今年も矢高生らがコラボ。
小中高の子ども連合「YKG60」も協賛し、「干し柿プリン」や「干し柿まん」
「山ノ上まん」など、新しい干し柿スイーツなども次々と開発されました。
当日限定の「雲の上カフェ」も大好評の内に全て完売。柿の皮むきや企
画会議、会場準備や商品の仕込みなど、地域の方々と力を合わせて展開
した、熱い冬のお祭りでした。

　３年生の大学進学受験者は、冬の受験本番、セン
ター試験に挑みました。全国の受験生たちが日ごろ
の学習成果を競い合うセンター試験。２日間の試験
翌日には自己採点をし、２月の各大学別二次試験に
向け、気合を入れ直しました。

センター試験に出陣！ １月16日㈯・17日㈰ ３年受験生

　本校の新年恒例行事の一つ百人一首
大会。「上の句」「下の句」特訓をして
準備万端で挑んだ優勝クラスは１年Ｂ
組。先輩・後輩が入り乱れ、白熱の新
春バトルとなりました。

百人一首大会 １月26日㈫ １・２年生

　18歳選挙権拡大が話題となっている昨今。本校で
も県や町の選挙管理委員の方をお招きし、「模擬選挙」
（模擬矢掛町長選）による主権者教育が実施されました。
生徒代表４人がそれぞれ「高齢者」「子育て」「地域観光」
「農業振興」の重点政策や予算配分を訴え、持続可能
な矢掛町の在り方を選択した今回の企画。若い有権者
たちの力が、活気ある町を作り出していきます。

主権者教育「模擬選挙」 ２月３日㈬ ３年生
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